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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１サブ画素および第２サブ画素を有する複数の画素を備えた基板であって、
　前記第１サブ画素および前記第２サブ画素の各々が、
　第１発光領域および第２発光領域と、
　前記第１発光領域に備えられた第１電極と、
　前記第１電極上に備えられた第１発光層と、
　前記第１発光層上に備えられた第２電極と、
　前記第２電極上に備えられた第２発光層と、
　前記第２発光層上に備えられた第３電極と
を含み、
　前記第３電極は透明電極であり、
　前記第１発光領域において、前記基板と前記第１電極の間に備えられ前記第２発光領域
まで延長され、前記第１発光領域に備えられた前記第１発光層で発光した光を前記第２発
光領域にガイドする光ガイド構造物を含む表示装置。
【請求項２】
　前記第２電極が、反射電極であり、前記第１電極は、透明電極である請求項１に記載の
表示装置。
【請求項３】
　前記第２電極が、前記第１発光層で発光した光を前記光ガイド構造物の方向に反射させ
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、
　前記第２電極が、前記第２発光層で発光した光を前記第３電極の方向に反射させる請求
項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記光ガイド構造物が、第１幅を有する下面、前記第１幅よりも大きい第２幅を有する
上面、前記下面と前記上面を連結する第１傾斜面と第２傾斜面を含む請求項１に記載の表
示装置。
【請求項５】
　前記光ガイド構造物が、前記第１電極と重畳する第１領域および前記第１電極と重畳し
ない第２領域を含む請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記光ガイド構造物が、反射空間を形成し、前記第１発光層から発光した光を反射させ
て前記第２発光領域にガイドする反射体を含む請求項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記基板上に備えられた第１駆動薄膜トランジスタをさらに含み、
　前記光ガイド構造物の反射体が、前記第１電極と前記第１駆動薄膜トランジスタのソー
ス電極またはドレイン電極を電気的に接続する請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記基板上に備えられた第２駆動薄膜トランジスタをさらに含み、
　前記第３電極が、前記第２駆動薄膜トランジスタのソース電極またはドレイン電極に接
続する請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１サブ画素に備えられた第３電極と前記第２サブ画素に備えられた第３電極が、
互いに接続し、一つの第２駆動薄膜トランジスタは、前記第１および第２サブ画素に共通
に備えられる請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第３電極が、一つの画素の前記第１サブ画素及び前記第２サブ画素の各々に別途に
備えられ、前記第１サブ画素及び前記第２サブ画素各々の第３電極は、各々の第２駆動薄
膜トランジスタに接続している請求項８に記載の表示装置。
【請求項１１】
　一つのサブ画素の前記第１発光層と前記第２発光層が、異なる色の波長帯の光を発光す
る請求項１に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記各画素において、
　前記第１サブ画素の第１発光領域と前記第２サブ画素の第１発光領域が、第１色波長帯
の光を放出するように構成され、前記第１サブ画素の第２発光領域は、第２色波長帯の光
を放出するように構成され、前記第２サブ画素の第２発光領域は、第３色波長帯の光を放
出するように構成するか、
　前記第１サブ画素の第２発光領域と前記第２サブ画素の第２発光領域が、第１色波長帯
の光を放出するように構成され、前記第２サブ画素の第１発光領域は、第２色波長帯の光
を放出するように構成され、前記第２サブ画素の第１発光領域は、第３色波長帯の光を放
出するように構成され、
　前記第１、第２および第３色波長帯は、互いに異なる請求項１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記各サブ画素が、前記第２発光領域に備えられたカラーフィルタをさらに含み、
　前記カラーフィルタは、前記第１発光層から発光した光の一部のみを放出する請求項１
に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記各画素において、
　前記第１サブ画素が、第１色波長帯の光及び第３色波長帯の光を放出するように構成さ
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れ、前記第２サブ画素は、第２色波長帯の光及び第3色波長帯の光を放出するように構成
され、前記第１、第２および第３色波長帯は、互いに異なる請求項１に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記各画素において、
　前記第１サブ画素の第１発光層と前記第２サブ画素の第１発光層が、同一な物質からな
り同一な波長帯の光を放出するように構成され、前記第１サブ画素の第２発光層と前記第
２サブ画素の第２発光層は、互いに異なる物質からなり、異なる色の波長帯の光を放出す
るように構成するか、
　前記第１サブ画素の第１発光層と前記第２サブ画素の第１発光層が、互いに異なる物質
からなり、異なる波長帯の光を放出するように構成され、前記第１サブ画素の第２発光層
と前記第２サブ画素の第２発光層は、同一な物質からなり同一な色の波長帯の光を放出す
るように構成するか、
　前記第１サブ画素の第１発光層と前記第２サブ画素の第１発光層が、同一な物質からな
り同一な波長帯の光を放出するように構成され、前記第１サブ画素の第２発光層と前記第
２サブ画素の第２発光層は、同一な物質からなり同一な色の波長帯の光を放出するように
構成される請求項１に記載の表示装置。
【請求項１６】
　収納ケースと、
　前記収納ケースに固定されたヘッド装着バンドと
を含み、
　前記収納ケースは、請求項1～請求項１５のいずれか一項による表示装置、接眼レンズ
及び前記表示装置と前記接眼レンズとの間に配置されたレンズアレイを収納する、ヘッド
マウントディスプレイ。
【請求項１７】
　前記接眼レンズが、右眼接眼レンズおよび左眼接眼レンズを含み、前記表示装置は、右
眼用表示装置と左眼用表示装置を含む請求項１６に記載のヘッドマウントディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会が発展するにつれて、映像を表示するための表示装置への要求が様々な形で
高まっている。これにより、最近では液晶表示装置（ＬＣＤ、Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ、Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｐａｎｅｌ）、量子ドット発光表示装置（ＱＬＥＤ：Ｑｕａｎｔｕｍ　ｄｏｔ　Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機発光表示装置（ＯＬＥＤ、Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）など複数の表示装置が活用されて
いる。
【０００３】
　表示装置の中でも、有機発光表示装置は自己発光型であって、液晶表示装置（ＬＣＤ）
に比べて視野角、コントラスト比などに優れており、別途のバックライトを必要としない
ので軽量薄型が可能であり、消費電力において有利であるという長所がある。また、有機
発光表示装置は、直流低電圧駆動が可能であり、応答速度が速く、特に製造コストが安価
な長所がある。
【０００４】
　最近では、このような表示装置を含むヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ，Ｈｅａｄ
　Ｍｏｕｎｔｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ）が開発されている。ヘッドマウントディスプレイ（
ＨＭＤ）は、眼鏡やヘルメットの形態で着用して、使用者の目の前の近い距離に焦点が形
成される仮想現実（ＶＲ，Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ）または拡張現実（Ａｕｇｍ
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ｅｎｔｅｄ　Ｒｅａｌｉｔｙ）のメガネ型モニター装置である。
【０００５】
　このようなヘッドマウントディスプレイは、高解像度の稠密な画素間隔によりＦＭＭ（
Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）を用いて、サブ画素ごとに異なる色の発光層を精密に
パターン形成するのには困難がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１６－２０１０９０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、高解像度の表示装置を提供することを技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施例に係る表示装置は、第１および第２サブ画素を有する複数の画素を備
えた基板であって、前記第１および第２サブ画素の各々が、第１発光領域および第２２発
光領域と、前記第１発光領域に備えられた第１電極と、前記第１電極上に備えられた第１
発光層と、前記第１発光層上に備えられた第２電極と、前記第２電極上に備えられた第２
発光層と、前記第２発光層上に備えられた第３電極とを含み、前記第１発光領域において
、前記基板と前記第１電極の間に備えられ前記第２発光領域まで延長され、前記第１発光
領域に備えられた前記第１発光層で発光した光を前記第２発光領域にガイドする光ガイド
構造物を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、各サブ画素が第１発光層及び第２発光層を独立して発光させることが
できる。これにより、本発明は、複数のスタックが電荷生成層を間に置いて配置されるタ
ンデム構造を有する表示装置と比較して電力消費を大幅に削減することができる。
【００１０】
　また、本発明は、第１発光領域にのみ発光層がパターン形成され、第２発光領域で発光
層がパターン形成されない。また、第１サブ画素及び第２サブ画素に同じ発光層をパター
ン形成する。すなわち、第１および第２発光層は、各サブ画素の第１発光領域に形成する
ことができ、各サブ画素の第２発光領域を露出させることができる。これにより、第１サ
ブ画素の第１発光領域と第２サブ画素の第１発光領域の間に第２発光領域が存在するよう
になり、ＦＭＭ（Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）を移動させる必要がないので、ＦＭ
Ｍを用いて発光層をパターン形成しても、第１サブ画素と第２サブ画素間の間隔を最小限
に抑えることができる。
【００１１】
　また、本発明は、第１電極と第２電極の間で発光した光を、光ガイド構造物を介して第
２発光領域にガイドした後、前方に放出する。これにより、本発明は、第２発光領域での
光効率を大幅に向上させることができる。
【００１２】
　本発明で得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していないその他の
効果は以下の記載から、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解さ
れるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施例に係る表示装置を示す斜視図である。
【図２】図１の第１基板、ソースドライブＩＣ、軟性フィルム、回路基板、およびタイミ
ング制御部を示す平面図である。
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【図３】本発明の第１実施例に係る第１基板を概略的に示す平面図である。
【図４】サブ画素の光ガイド構造物、第１電極、第２電極及び第３電極を概略的に示す平
面図である。
【図５】図３のＩ－Ｉの第１例を示す断面図である。
【図６ａ】図５に示した光ガイド構造物を概略的に示す斜視図である。
【図６ｂ】図６ａに示した光ガイド構造物のＩＩ－ＩＩ線の断面図である。
【図７】第１サブ画素及び第２サブ画素で光の経路を概略的に示す図である。
【図８】図５の変形された実施例を示す断面図である。
【図９】図５の他の変形された実施例を示す断面図である。
【図１０】図５のまた他の変形された実施例を示す断面図である。
【図１１】図３のＩ－Ｉの第２例を示す断面図である。
【図１２】図１１の第１サブ画素及び第２サブ画素で光の経路を概略的に示す図である。
【図１３】図３のＩ－Ｉの第３例を示す断面図である。
【図１４】図１３の第１サブ画素及び第２サブ画素で光の経路を概略的に示す図である。
【図１５ａ】本発明のまた他の実施例に係る表示装置に関するものであり、これはヘッド
マウントディスプレイ（ＨＭＤ）装置に関するものである。
【図１５ｂ】本発明のまた他の実施例に係る表示装置に関するものであり、これはヘッド
マウントディスプレイ（ＨＭＤ）装置に関するものである。
【図１５ｃ】本発明のまた他の実施例に係る表示装置に関するものであり、これはヘッド
マウントディスプレイ（ＨＭＤ）装置に関するものである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は添付の図と共に詳細に後述さ
れている実施例を参照すると明確になるだろう。しかし、本発明は、以下で開示される実
施例に限定されるものではなく、異なる多様な形態で具現されるものであり、単に本実施
例は、本発明の開示を完全にし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明
の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は、請求項の範疇によって
のみ定義される。
【００１５】
　本発明の実施例を説明するための図に開示された形状、大きさ、比率、角度、数などは
例示的なものなので、本発明は、図に示した事項に限定されるものではない。明細書全体
にわたって同一参照符号は同一の構成要素を指す。また、本発明を説明するにおいて、関
連する公知技術に対する詳細な説明が本発明の要旨を不必要に曖昧にすると判断された場
合、その詳細な説明は省略する。
【００１６】
　本明細書で言及した「含む」、「有する」、「からなる」などが使用されている場合は
、「～だけ」が使用されていない限り、他の部分を追加できる。構成要素を単数表現の場
合に特に明示的な記載事項がない限り、複数が含まれる場合を含む。
【００１７】
　構成要素を解釈するに当たり、別途の明示的な記載がなくても誤差の範囲を含むものと
解釈する。
【００１８】
　位置関係の説明である場合には、例えば、「～の上に」、「～の上部に」、「～の下部
に」、「～の隣に」など２つの部分の位置関係が説明されている場合は、「すぐに」また
は「直接」が使用されていない限り、二つの部分の間に一つ以上の他の部分が位置するこ
ともできる。
【００１９】
　時間の関係に対する説明である場合には、例えば、「～の後」、「～に続いて」、「～
次の」、「～前に」などで時間的前後関係が説明されている場合は、「すぐに」または「
直接」が使用されていない限り、連続していない場合も含むことができる。
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【００２０】
　第１、第２などが多様な構成要素を記述するために使用されるが、これらの構成要素は
これらの用語によって制限されない。これらの用語は、ただ一つの構成要素を他の構成要
素と区別するために使用されるものである。したがって、以下に記載されている第１構成
要素は、本発明の技術的思想内で第２構成要素であることもある。
【００２１】
　「Ｘ軸方向」、「Ｙ軸方向」および「Ｚ軸方向」とは、互いの関係が垂直方向になされ
た幾何学的な関係だけで解釈されてはならず、本発明の構成は、機能的に作用することが
できる範囲内より広い方向性を有することを意味することができる。
【００２２】
　「少なくとも一つ」の用語は、複数の関連項目から提示可能なすべての組み合わせを含
むものと理解されなければならない。たとえば、「第１項目、第２項目及び第３項目のう
ち少なくとも一つ」の意味は、第１項目、第２項目または第３項目のそれぞれだけでなく
、第１項目、第２項目及び第３項目の中の二つ以上から提示することができるすべての項
目の組み合わせを意味することができる。
【００２３】
　本発明のいくつかの実施例のそれぞれの特徴が部分的または全体的に互いに結合または
組み合わせ可能で、技術的に多様な連動および駆動が可能であり、各実施例が互いに独立
して実施可能であり得、関連の関係で一緒に実施することもできる。
【００２４】
　以下、添付した図を参照して、本発明の好ましい実施例について詳細に説明することに
する。
【００２５】
　図１は、本発明の一実施例に係る表示装置を示す斜視図である。図２は図１の第１基板
、ソースドライブＩＣ、軟性フィルム、回路基板、およびタイミング制御部を示す平面図
である。
【００２６】
　図１及び図２を参照すると、本発明の一実施例に係る表示装置１００は、表示パネル１
１０、ソースドライブ集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ、以下「ＩＣ」
と称する）１４０、軟性フィルム１５０、回路基板１６０、およびタイミング制御部１７
０を含む。
【００２７】
　表示パネル１１０は、第１基板１１１と第２基板１１２を含む。第２基板１１２は、封
止基板であり得る。第１基板１１１は、プラスチックフィルム（ｐｌａｓｔｉｃ　ｆｉｌ
ｍ）、ガラス基板（ｇｌａｓｓ　ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）、または半導体工程を用いて形成
されたシリコンウエハ基板であり得る。第２基板１１２は、プラスチックフィルム、ガラ
ス基板、または封止フィルムであり得る。
【００２８】
　第２基板１１２と向き合う第１基板１１１の一面上にはゲートライン、データライン、
およびサブ画素が形成される。サブ画素は、ゲートラインとデータラインの交差構造によ
って定義される領域に備えられる。
【００２９】
　表示パネル１１０は、画素が形成されて画像を表示する表示領域（ＤＡ）と画像を表示
しない非表示領域（ＮＤＡ）に区分することができる。表示領域（ＤＡ）には、ゲートラ
イン、データライン、及び画素が形成され得る。非表示領域（ＮＤＡ）は、ゲート駆動部
およびパッドが形成され得る。
【００３０】
　ゲート駆動部は、タイミング制御部１７０から入力するゲート制御信号によってゲート
ラインにゲート信号を供給する。ゲート駆動部は、表示パネル１１０の表示領域（ＤＡ）
の一側または両方外側の非表示領域（ＤＡ）にＧＩＰ（ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　ｉｎ　
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ｐａｎｅｌ）方式で形成され得る。または、ゲート駆動部は、駆動チップに製作して軟性
フィルムに実装してＴＡＢ（ｔａｐｅ　ａｕｔｏｍａｔｅｄ　ｂｏｎｄｉｎｇ）方式で表
示パネル１１０の表示領域（ＤＡ）の一側または両方外側の非表示領域（ＤＡ）に付着で
きる。
【００３１】
　ソースドライブＩＣ１４０には、タイミング制御部１７０からデジタルビデオデータと
ソース制御信号が入力する。ソースドライブＩＣ１４０は、ソース制御信号によって、デ
ジタルビデオデータをアナログデータ電圧に変換してデータラインに供給する。ソースド
ライブＩＣ１４０を駆動チップで製作する場合、ＣＯＦ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｆｉｌｍ）ま
たはＣＯＰ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｐｌａｓｔｉｃ）方式で軟性フィルム１５０に実装するこ
とができる。
【００３２】
　表示パネル１１０の非表示領域（ＮＤＡ）には、データパッドのようなパッドが形成さ
れ得る。軟性フィルム１５０には、パッドとソースドライブＩＣ１４０を接続する配線、
パッドと回路基板１６０の配線を接続する配線が形成され得る。軟性フィルム１５０は、
異方性導電フィルム（ａｎｔｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇ　ｆｉｌｍ）を
用いてパッド上に取り付けられ、これにより、パッドと軟性フィルム１５０の配線が接続
し得る。
【００３３】
　回路基板１６０を軟性フィルム１５０に付着することができる。回路基板１６０は、駆
動チップに具現された多数の回路を実装できる。例えば、回路基板１６０には、タイミン
グ制御部１７０を実装できる。回路基板１６０は、プリント回路基板（ｐｒｉｎｔｅｄ　
ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）またはフレキシブルプリント回路基板（ｆｌｅｘｉｂｌｅ
　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）であり得る。
【００３４】
　タイミング制御部１７０には、回路基板１６０のケーブルを介して外部のシステムボー
ドからデジタルビデオデータとタイミング信号が入力する。タイミング制御部１７０は、
タイミング信号に基づいて、ゲート駆動部の動作タイミングを制御するためのゲート制御
信号とソースドライブＩＣ１４０を制御するためのソース制御信号を発生する。タイミン
グ制御部１７０は、ゲート制御信号をゲート駆動部に供給し、ソース制御信号をソースド
ライブＩＣ１４０に供給する。
【００３５】
　図３は、本発明の一実施例に係る表示装置の画素を概略的に示す平面図である。
【００３６】
　図３を参照すると、表示領域（ＤＡ）には、画像を表示する画素（Ｐ）が形成される。
画素（Ｐ）のそれぞれは、２つのサブ画素、すなわち、第１サブ画素（ＳＰ１）および第
２サブ画素（ＳＰ２）からなる。
【００３７】
　本発明の一実施例に係る表示装置１００は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画
素（ＳＰ２）から少なくとも３色の光が放出されることを特徴とする。第１サブ画素は、
２つの異なる色の光を発光することができ、第２サブ画素は２つの異なる光を発光するこ
とができる。第１サブ画素によって発光した光の内の１つは第２サブ画素によって発光し
た光の中の１つと同じであり得る。
【００３８】
　より詳細には、第１サブ画素（ＳＰ１）は、第１発光領域（ＥＡ１）及び第２発光領域
（ＥＡ２）を含むことができる。第１サブ画素（ＳＰ１）は、第１発光領域（ＥＡ１）で
第１色の光を放出し、第２発光領域（ＥＡ２）で第２色の光を放出することができる。第
１サブ画素（ＳＰ１）は、第発光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）の間に非発光
領域（ＮＥＡ）が備えられ得る。第１、第２および第３色は、互いに異なり得る。
【００３９】
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　第２サブ画素（ＳＰ２）は、第１発光領域（ＥＡ１）及び第２発光領域（ＥＡ２）を含
み得る。第２サブ画素（ＳＰ２）は、第１発光領域（ＥＡ１）で第１色の光を放出し、第
２発光領域（ＥＡ２）で第３色の光を放出できる。第２サブ画素（ＳＰ２）は、第１発光
領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）の間に非発光領域（ＮＥＡ）を備え得る。
【００４０】
　これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）は、第１色の光、
第２色の光及び第３色の光を放出することができるようになる。
【００４１】
　以下では、いくつかの実施例と一緒に第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（Ｓ
Ｐ２）についてより詳細に説明する。
【実施例１】
【００４２】
　第１実施例
　図４は、サブ画素の光ガイド構造物、第１電極、第２電極及び第３電極を概略的に示し
た平面図であり、図５は、図３のＩ－Ｉの第１例を示す断面図である。図６ａは、図５に
示した光ガイド構造物を概略的に示す斜視図であり、図６ｂは、図６ａに示した光ガイド
構造物のＩＩ―ＩＩ線の断面図である。図７は図５の第１サブ画素および第２サブ画素で
光の経路を概略的に示す図である。図８は、図５の変形された実施例を示す断面図であり
、図９は、図５の他の変形された実施例を示す断面図であり、図１０は、図５のまた他の
変形された実施例を示す断面図である。
【００４３】
　図４～図７を参照すると、本発明の第１実施例に係る表示装置は、第１基板１１１、第
２基板１１２、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）
、電源ライン１８０、光ガイド構造物１９０、第１電極２１０、第１バンク２１５、第２
バンク２３５、第１発光層２２０、第２電極２３０、第２発光層２４０、第３電極２５０
、封止層３００およびカラーフィルタ層４００を含む。
【００４４】
　第１基板１１１は、プラスチックフィルム（ｐｌａｓｔｉｃ　ｆｉｌｍ）、ガラス基板
（ｇｌａｓｓ　ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）、または半導体工程を用いて形成されたシリコンウ
エハ基板であり得る。第１基板１１１は、透明な材料からなり得、不透明な材料からもな
り得る。
【００４５】
　本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、発光した光が上部に向かって放出される
いわゆる上部発光（Ｔｏｐ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）方式からなるので、第１基板１１１の物
質は、透明な材料だけでなく不透明な材料も使用することができる。
【００４６】
　第１基板１１１上には、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）を備え
得る。第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光と緑色（Ｇ）の光を放出し、第２サブ画
素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光と赤色（Ｒ）光を放出するように設けることができるが、
必ずしもこれに限定されるものではない。また、それぞれのサブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）
の配列順序は多様に変更され得る。
【００４７】
　以下では、説明の便宜上、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光と赤色（Ｒ）光を
放出し、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光と緑色（Ｇ）光を放出することに仮定
して説明する。
【００４８】
　第１基板１１１上には、各種信号ライン、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２駆
動薄膜トランジスタ（Ｔ２）およびコンデンサなどを含む回路素子が、サブ画素（ＳＰ１
、ＳＰ２）ごとに形成される。前記信号ラインは、ゲートライン、データライン、電源ラ
イン１８０、及び基準ラインを含むことができる。
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【００４９】
　第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）は、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）ごとに備えられ、
ゲートラインにゲート信号が入力する場合、データラインのデータ電圧によって第１電極
２１０に所定の電圧を供給する。
【００５０】
　第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）は、画素（Ｐ）ごとに備えられて、ゲートラインに
ゲート信号が入力する場合、データラインのデータ電圧に基づいて、第３電極２５０に所
定の電圧を供給する。一つの第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）は、図５に示すように、
第１サブ画素（ＳＰ１）と第２サブ画素（ＳＰ２）が共有することができるが、必ずしも
これに限定されない。他の一実施例において、第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）は、第
１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）のように、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）ごとに設けるこ
ともできる。
【００５１】
　このような第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）及び第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）
のそれぞれは、アクティブ層（ＡＣＴ）、ゲート電極（ＧＥ）、ソース電極（ＳＥ）及び
ドレイン電極（ＤＥ）を含む。
【００５２】
　第１基板１１１上には、アクティブ層（ＡＣＴ）が形成される。アクティブ層（ＡＣＴ
）は、シリコン系半導体物質または酸化物系半導体物質で形成できる。第１基板１１１と
アクティブ層（ＡＣＴ）の間には、アクティブ層（ＡＣＴ）に入射する外部光を遮断する
ための遮光層（未図示）をさらに形成できる。
【００５３】
　アクティブ層（ＡＣＴ）上には、ゲート絶縁膜（Ｉ１）が形成され得る。ゲート絶縁膜
（Ｉ１）は無機膜、例えばシリコン酸化膜、シリコン窒化膜またはこれらの多重膜で形成
することができる。
【００５４】
　ゲート絶縁膜（Ｉ１）上には、ゲート電極（ＧＥ）を形成できる。ゲート電極（ＧＥ）
は、モリブデン（Ｍｏ）、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）、金（Ａｕ）、チタニ
ウム（Ｔｉ）、ニッケル（Ｎｉ）、ネオジム（Ｎｄ）、および銅（Ｃｕ）のいずれかひと
つ、またはこれらの合金からなる単一層または多重層であり得るが、これに限定されない
。
【００５５】
　ゲート電極（ＧＥ）上には、層間絶縁膜（Ｉ２）が形成され得る。層間絶縁膜（Ｉ２）
は無機膜、例えばシリコン酸化膜、シリコン窒化膜またはこれらの多重膜で形成すること
ができる。
【００５６】
　層間絶縁膜（Ｉ２）上には、ソース電極（ＳＥ）とドレイン電極（ＤＥ）が形成され得
る。ソース電極（ＳＥ）とドレイン電極（ＤＥ）のそれぞれは、ゲート絶縁膜（Ｉ１）と
層間絶縁膜（Ｉ２）を貫通するコンタクトホール（ＣＨ１、ＣＨ２）を介して、アクティ
ブ層（ＡＣＴ）に接続し得る。ソース電極（ＳＥ）とドレイン電極（ＤＥ）のそれぞれは
、モリブデン（Ｍｏ）、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）、金（Ａｕ）、チタニウ
ム（Ｔｉ）、ニッケル（Ｎｉ）、ネオジム（Ｎｄ）、および銅（Ｃｕ）のいずれかひとつ
、またはこれらの合金からなる単一層または多重層であり得るが、これに限定されない。
【００５７】
　一方、層間絶縁膜（Ｉ２）上には、電源ライン１８０がさらに形成され得る。電源ライ
ン１８０は、表示領域（ＤＡ）のサブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）それぞれに配置され、第２
電極２３０と接続する。電源ライン１８０は、表示領域（ＤＡ）で第２方向（Ｙ軸方向）
に延長形成され得る。複数の第１サブ画素（ＳＰ１）は第２方向に沿って配置できる。複
数の第２サブ画素（ＳＰ２）は第２方向に沿って配置できる。このような場合、電源ライ
ン１８０は第２方向に沿って配置された複数の第１サブ画素（ＳＰ１）各々の第２電極２
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３０と接続できる。そして電源ライン１８０は、第２方向に沿って配置された複数の第２
サブ画素（ＳＰ２）各々の第２電極２３０と接続できる。電源ライン１８０は、一端がパ
ッドに接続して、パッドから外部電源の供給を受けることができる。
【００５８】
　このような電源ライン１８０は、第１および第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１、Ｔ２）
のソース電極（ＳＥ）及びドレイン電極（ＤＥ）と同一の物質で形成され得るが、必ずし
もこれに限定されない。電源ライン１８０は、第１および第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ
１、Ｔ２）のアクティブ層（ＡＣＴ）またはゲート電極（ＧＥ）と同じ層で同じ物質で形
成できる。
【００５９】
　第１および第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１、Ｔ２）のソース電極（ＳＥ）、ドレイン
電極（ＤＥ）、および電源ライン１８０上には、平坦化膜（Ｉ３）を形成できる。平坦化
膜（Ｉ３）は、第１及び第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１、Ｔ２）による段差を平坦化す
る。
【００６０】
　平坦化膜（Ｉ３）は、開口部を含むことができる。開口部は、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ
２）それぞれに備えられた第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）の間に形成され得る。開口
部は、図５に示すように、層間絶縁膜（Ｉ２）および第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）
のソース電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）の一部を露出させるように形成され得
るが、必ずしもこれに限定されない。他の一実施例において、開口部は、平坦化膜（Ｉ３
）を完全に貫通せずに平坦化膜（Ｉ３）の一部の厚さだけ除去して形成することもできる
。
【００６１】
　このような平坦化膜（Ｉ３）を、アクリル樹脂（ａｃｒｙｌ　ｒｅｓｉｎ）、エポキシ
樹脂（ｅｐｏｘｙ　ｒｅｓｉｎ）、フェノール樹脂（ｐｈｅｎｏｌｉｃ　ｒｅｓｉｎ）、
ポリアミド樹脂（ｐｏｌｙａｍｉｄｅ　ｒｅｓｉｎ）、ポリイミド樹脂（ｐｏｌｙｉｍｉ
ｄｅ　ｒｅｓｉｎ）などの有機膜で形成できる。
【００６２】
　光ガイド構造物１９０は、平坦化膜（Ｉ３）の開口部上に備えられ、第１発光層２２０
で発光した光が第２発光領域（ＥＡ２）に放出されるようにガイドする。
【００６３】
　光ガイド構造物１９０は、図６ａ及び図６ｂに示すように、第１幅（Ｗ１）を有する下
面１９０ａ、及び第１幅（Ｗ１）よりも大きい第２幅（Ｗ２）を有する上面１９０ｂを含
むことができる。光ガイド構造物１９０は、下面１９０ａおよび上面１９０ｂが四角形状
を有することができる。このような場合、光ガイド構造物１９０は、下面１９０ａと上面
１９０ｂを接続する４つの側面１９０ｃ、１９０ｄ、１９０ｅ、１９０ｆが形成され得る
。また、光ガイド構造物１９０は、下面１９０ａの第１幅（Ｗ１）が上面１９０ｂの第２
幅（Ｗ２）よりも小さいので、４つの側面１９０ｃ、１９０ｄ、１９０ｅ、１９０ｆが傾
斜面であり得る。ここで、傾斜面１９０ｃ、１９０ｄ、１９０ｅ、１９０ｆのそれぞれは
、下面１９０ａと９０度よりも大きい傾斜角（θ）を有する。
【００６４】
　このような光ガイド構造物１９０は、反射体１９２および誘電体１９４からなり得る。
【００６５】
　反射体１９２は、下面１９０ａおよび傾斜面１９０ｃ、１９０ｄ、１９０ｅ、１９０ｆ
からなる反射空間を形成する。反射体１９２は、反射率の高い金属物質、例えば、アルミ
ニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）などで形成され、第１発光層２２０で発光した光を反射空間
で反射させて第２発光領域（ＥＡ２）にガイドする。
【００６６】
　一方、反射体１９２は、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）のソース電極（ＳＥ）また
はドレイン電極（ＤＥ）の一部に接続する。これにより、反射体１９２は、第１駆動薄膜
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トランジスタ（Ｔ１）のソース電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）から第１電圧が
印加され得る。反射体１９２は、図５に示すように平坦化膜（Ｉ３）の開口部に露出して
いる第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）のソース電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ
）の一部に直接形成され得るが、必ずしもこれに限定されない。他の一実施例において、
反射体１９２は、コンタクトホールを介して第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）のソース
電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）の一部に接続することもできる。
【００６７】
　誘電体１９４は、反射空間を埋めるように形成され、上面１９０ｂが平坦化膜（Ｉ３）
と段差が発生しないようにする。
【００６８】
　第１電極２１０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞれ
にパターン形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第１電極２１０が形成され、第
２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの第１電極２１０が形成される。すなわち、第１電極
２１０は、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）各々のために別途に形成できる。第１電極２１０
は、各々のサブ画素の第２発光領域（ＥＡ２）を露出させながら第１発光領域（ＥＡ１）
に形成できる。
【００６９】
　第１電極２１０は、光ガイド構造物１９０上に備えられて、光ガイド構造物１９０の反
射体１９２に接続する。詳細には、第１電極２１０は、下面が反射体１９２の第１傾斜面
１９０ｃの一端と直接に接するように形成できる。これにより、第１電極２１０は、光ガ
イド構造物１９０の反射体１９２を介して第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）のソース電
極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）から第１電圧を印加し得る。
【００７０】
　第１電極２１０は、図４及び図５に示すように光ガイド構造物１９０の上面１９０ｂの
一部を露出させ、光ガイド構造物１９０の上面１９０ｂの残りを覆うように形成される。
これにより、光ガイド構造物１９０は、第１電極２１０と重畳した第１領域（Ａｌ）およ
び第１電極２１０と、重畳しない第２領域（Ａ２）が形成される。
【００７１】
　第１電極２１０は、第１発光層２２０で発光した光が光ガイド構造物１９０に入射する
ことができるようにＩＴＯ、ＩＺＯのような透明な金属物質（ＴＣＯ、Ｔｒａｎｓｐａｒ
ｅｎｔ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ）で形成され得る。第１電極２１０は
、アノード電極であり得る。
【００７２】
　第１バンク２１５は、光ガイド構造物１９０または平坦化膜（Ｉ３）上で、第１電極２
１０の先端を覆うように形成され得る。詳細には、第１電極２１０は、一端が平坦化膜（
Ｉ３）上に形成され、他端が光ガイド構造物１９０の誘電体１９４上に形成され得る。第
１バンク２１５ａは、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０の一端を覆うように形成され
得る。また、第１バンク２１５ｂは、光ガイド構造物１９０の誘電体１９４上に第１電極
２１０の他端を覆うように形成され得る。それによって、第１電極２１０の先端に電流が
集中して発光効率が低下することを防止することができる。
【００７３】
　第１バンク２１５は、相対的に薄い厚さの無機絶縁膜からなり得るが、相対的に厚い厚
さの有機絶縁膜からもなり得る。また、第１バンク２１５は、光を吸収することができる
物質、例えば、ブラック染料を含むことができる。これにより、第１バンク２１５ｂは、
第１発光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）の間で混色が発生することを防止する
ことができる。
【００７４】
　第１発光層２２０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）それぞれ
にパターン形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第１発光層２２０が形成され、
第２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの第１発光層２２０が形成される。
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【００７５】
　第１発光層２２０は、第１電極２１０上に形成される。第１発光層２２０は、第１バン
ク２１５上にも形成することができる。特に、第１発光層２２０は、平坦化膜（Ｉ３）上
で第１電極２１０の一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面、上面及
び前記第１側面と向き合う第２側面上にも形成することができる。しかし、必ずしもこれ
に限定されない。他の一実施例において、第１発光層２２０は、図９に示すように平坦化
膜（Ｉ３）上で第１電極２１０の一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１
側面および上面の一部上のみに形成することもできる。第１発光層２２０は、第１および
第２サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）各々に別途に形成することができる。第１発光層２２０
は、各々のサブ画素の第２発光領域（ＥＡ２）を露出させながら第１発光領域（ＥＡ１）
に形成することができる。
【００７６】
　このような第１発光層２２０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第１電極２１０に第１電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第１
発光層２２０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して、所定の色で発光することになる。
【００７７】
　第１発光層２２０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【００７８】
　第２電極２３０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞれ
にパターン形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第２電極２３０が形成され、第
２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの第２電極２３０が形成される。第２電極２３０を、
第１および第２サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）各々に別途に形成できる。第２電極２３０を
、各々のサブ画素の第２発光領域（ＥＡ２）を露出させながら第１発光領域（ＥＡ１）に
形成できる。
【００７９】
　第２電極２３０は、第１発光層２２０上に備えられる。第２電極２３０は、図５に示す
ように一端が平坦化膜（Ｉ３）上に形成され、他端が第１バンク２１５ｂ上に形成され得
る。このような場合、第２電極２３０は、一端で平坦化膜（Ｉ３）を貫通するコンタクト
ホール（ＣＨ３）を介して電源ライン１８０に接続し得る。ただし、必ずしもこれらに限
定されない。他の一実施例において、第２電極２３０は、図９に示すように、一端および
他端の両方が第１バンク２１５ａ、２１５ｂ上に形成することもできる。このような場合
、第２電極２３０は、一端で第１バンク２１５ａおよび平坦化膜（Ｉ３）を貫通するコン
タクトホール（ＣＨ３）を介して電源ライン１８０に接続され得る。これにより、第２電
極２３０は、電源ライン１８０を介して第２電圧が印加され得る。
【００８０】
　このような第２電極２３０は、第１発光層２２０で発光した光を光ガイド構造物１９０
方向に反射させ、第２発光層２４０で発光した光を第３電極２５０、つまり、前方に反射
させることができる。
【００８１】
　そのために、第２電極２３０は、アルミニウムとチタンの積層構造（Ｔｉ／Ａｌ／Ｔｉ
）、アルミニウムとＩＴＯの積層構造（ＩＴＯ／Ａｌ／ＩＴＯ）、Ａｇ合金、およびＡｇ
合金とＩＴＯの積層構造（ＩＴＯ／Ａｇ合金／ＩＴＯ）のような反射率の高い金属物質で
形成することができる。Ａｇ合金は、銀（Ａｇ）、パラジウム（Ｐｄ）、および銅（Ｃｕ
）などの合金であり得る。
【００８２】
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　第２バンク２３５を、第１バンク２１５上で第２電極２３０の端の一部を覆うように形
成できる。詳細には、第２電極２３０は、一端を平坦化膜（Ｉ３）上に形成し、他端を第
１バンク２１５ｂ上に形成できる。第２バンク２３５ａを、第１バンク２１５ｂ上に形成
された第２電極２３０の他端を覆うように形成できる。それによって、第２電極２３０の
他端への電流の集中による発光効率の低下を防止できる。
【００８３】
　一方、第２バンク２３５は、図５に示すように平坦化膜（Ｉ３）上に形成された第２電
極２３０の一端を覆わなくてもよい。第２バンク２３５が平坦化膜（Ｉ３）上に形成され
た第２電極２３０の一端を覆わないことで、第１発光領域（ＥＡ１）がより広い面積を有
し得る。
【００８４】
　ただし、図５では、第２バンク２３５が平坦化膜（Ｉ３）上に形成された第２電極２３
０の一端を覆わない例を示しているが、必ずしもこれに限定されない。他の一実施例にお
いて、第２バンク２３５ｃは、図８に示すように平坦化膜（Ｉ３）上に形成された第２電
極２３０の一端を覆うように形成され得る。また、第２バンク２３５ａは、第１バンク２
１５上に形成された第２電極２３０の他端を覆うように形成され得る。それによって、第
２電極２３０の一端および他端に電流が集中して発光効率が低下することを防止すること
ができる。
【００８５】
　第２バンク２３５ｂは、光ガイド構造物１９０の反射体１９２の一部を覆うように形成
され得る。光ガイド構造物１９０の反射体１９２は、第２発光領域（ＥＡ２）で露出し得
る。露出した反射体１９２上に第３電極２５０が蒸着されると、第１電極２１０と第３電
極２５０が電気的に接続し得る。このような場合、第１発光層２２０と第２発光層２４０
を独立して駆動させることができなくなる。反射体１９２と第３電極２５０が電気的に絶
縁されるように、第２バンク２３５ｂは、露出した反射体１９２を覆うように形成され得
る。
【００８６】
　第２バンク２３５は、相対的に薄い厚さの無機絶縁膜からなり得るが、相対的に厚い厚
さの有機絶縁膜からもなり得る。また、第２バンク２３５は、光を吸収することができる
物質、例えば、ブラック染料を含んでもよい。これにより、第２バンク２３５は、第１発
光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）の間で混色が発生することを防止することが
できる。
【００８７】
　第２発光層２４０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞ
れにパターン形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第２発光層２４０が形成され
、第２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの第２発光層２４０が形成される。第２発光層２
４０は、第１および第２サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）各々に別途に形成できる。第２発光
層２４０を、各々のサブ画素の第２発光領域（ＥＡ２）を露出させながら第１発光領域（
ＥＡ１）に形成できる。
【００８８】
　第２発光層２４０は、第２電極２３０上に形成される。第２発光層２４０は、第２バン
ク２３５ａ上にも形成することができる。
【００８９】
　このような第２発光層２４０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第３電極２５０に第３電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第２
発光層２４０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光するようになる。
【００９０】
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　第２発光層２４０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【００９１】
　ただし、第２発光層２４０は、第１発光層２２０と異なる色の光を発光できる。第１発
光層２２０が第１色波長帯の光および第２色波長帯の光を発光する発光層である場合、第
２発光層２４０は、第３色波長帯の光を発光する発光層であり得る。例えば、第１発光層
２２０は、赤色および緑色の混色である黄色光を発光する黄色発光層であり、第２発光層
２４０は、青色光を発光する青色発光層であり得る。
【００９２】
　第３電極２５０は、図５に示すように画素（Ｐ）ごとにパターン形成され得るが、必ず
しもこれに限定されない。第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）が一つの画素（Ｐ）に含ま
れた第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）を共有する場合、第３電極２
５０は、１つの画素（Ｐ）に含まれた第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ
２）を共有できる。また、第３電極２５０は、各画素（Ｐ）毎に別途に備えることができ
る。
【００９３】
　他の実施例において、第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）が、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ
２）ごとに形成される場合、第３電極２５０は、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）ごとにパタ
ーン形成され得る。
【００９４】
　一つの第３電極２５０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）それ
ぞれに備えられた第２発光層２４０、光ガイド構造物１９０の誘電体１９４、及び第２バ
ンク２３５ｂ上に備えられる。光ガイド構造物１９０の誘電体１９４は、図５に示すよう
に、第１電極２１０が形成されない第２領域（Ａ２）の一部領域が露出し得る。第３電極
２５０は、第２発光層２４０だけでなく、光ガイド構造物１９０の誘電体１９４及び第２
バンク２３５ｂを覆うことができるよう広く形成することができる。
【００９５】
　第３電極２５０は、平坦化膜（Ｉ３）を貫通するコンタクトホール（ＣＨ４）を介して
第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）に接続され得る。これにより、第３電極２５０は、第
２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）のソース電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）から
第３電圧が印加され得る。ここで、第３電圧は、第１電極２１０に印加される第１電圧と
異なり得る。
【００９６】
　第３電極２５０を、第２発光層２４０で発光した光が透過することができるようにＩＴ
Ｏ、ＩＺＯのような透明な金属物質（ＴＣＯ、Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｄｕｃｔ
ｉｖｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ）で形成できる。第３電極２５０は、アノード電極であり得る
。
【００９７】
　封止層３００は、第３電極２５０を覆うように形成され得る。封止層３００は、第１発
光層２２０、第２発光層２４０及び第３電極２５０に酸素または水分が浸透することを防
止する役割をする。このために、封止層３００は、少なくとも一つの無機膜と少なくとも
一つの有機膜を含むことができる。
【００９８】
　詳細には、封止層３００は、第１無機膜および有機膜を含むことができる。一実施例に
おいて、封止層３００は、第２無機膜をさらに含むことができる。
【００９９】
　第１無機膜は、第３電極２５０を覆うように形成される。有機膜は、第１無機膜上に形
成され、異物（ｐａｒｔｉｃｌｅｓ）が第１無機膜を貫通して、第１発光層２２０、第２
発光層２４０及び第３電極２５０に投入されることを防止するために十分な厚さで形成す
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ることが好ましい。第２無機膜は、有機膜を覆うように形成される。第２無機膜を省略す
ることができる。
【０１００】
　第１および第２無機膜のそれぞれは、シリコン窒化物、アルミニウム窒化物、ジルコニ
ウム窒化物、チタン窒化物、ハフニウム窒化物、タンタル窒化物、シリコン酸化物、アル
ミニウム酸化物またはチタン酸化物で形成され得る。第１および第２無機膜は、ＣＶＤ（
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｖａｐｏｒ　Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）法またはＡＬＤ（Ａｔｏｍｉｃ
　Ｌａｙｅｒ　Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）法で蒸着され得るが、これらに限定されるもので
はない。
【０１０１】
　有機膜は、アクリル樹脂（ａｃｒｙｌ　ｒｅｓｉｎ）、エポキシ樹脂（ｅｐｏｘｙ　ｒ
ｅｓｉｎ）、フェノール樹脂（ｐｈｅｎｏｌｉｃ　ｒｅｓｉｎ）、ポリアミド樹脂（ｐｏ
ｌｙａｍｉｄｅ　ｒｅｓｉｎ）またはポリイミド樹脂（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ　ｒｅｓｉｎ
）で形成できる。有機膜は、有機物を用いる蒸着（ｖａｐｏｕｒ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ
）、プリンティング（ｐｒｉｎｔｉｎｇ）、スリットコーティング（ｓｌｉｔ　ｃｏａｔ
ｉｎｇ）技法で形成できるが、これらに限定されず、インクジェット（ｉｎｋ－ｊｅｔ）
工程でも形成できる。
【０１０２】
　カラーフィルタ層４００は、図５に示すように封止層３００上に備えられ得るが、必ず
しもこれに限定されない。他の一実施例において、カラーフィルタ層４００は、図１０に
示すように封止層３００と第３電極２５０の間に備えられ得る。
【０１０３】
　カラーフィルタ層４００は、第１サブ画素（ＳＰ１）の第２発光領域（ＥＡ２）に対応
するように配置された第１カラーフィルタ（ＣＦ１）と第２サブ画素（ＳＰ２）の第２発
光領域（ＥＡ２）に対応するように配置された第２カラーフィルタ（ＣＦ２）を含むこと
ができる。第１カラーフィルタ（ＣＦ１）と第２カラーフィルタ（ＣＦ２）は、異なる色
波長帯の光を透過させられる。
【０１０４】
　例えば、第１発光層２２０は、黄色光を発光する黄色発光層であり得る。第１カラーフ
ィルタ（ＣＦ１）は、赤色波長帯の光を透過させる赤色カラーフィルタであり得、第２カ
ラーフィルタ（ＣＦ２）は、緑色波長帯の光を透過させる緑色カラーフィルタであり得る
。これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）の第２発光領域（ＥＡ２）では赤色光が放出され
、第２サブ画素（ＳＰ２）の第２発光領域（ＥＡ２）では緑色光が放出され得る。
【０１０５】
　一方、第１サブ画素（ＳＰ１）の第１発光領域（ＥＡ１）及び第２サブ画素（ＳＰ２）
の第１発光領域（ＥＡ１）のそれぞれに対応する位置には、カラーフィルタを配置しない
ことがあり得る。
【０１０６】
　例えば、第２発光層２４０は、青色光を発光する青色発光層であり得る。これにより、
第１サブ画素（ＳＰ１）の第１発光領域（ＥＡ１）及び第２サブ画素（ＳＰ２）の第１発
光領域（ＥＡ１）のそれぞれでは、別途のカラーフィルタを通過しなくても、青色光が放
出され得る。
【０１０７】
　第２基板１１２は、第１基板１１１の第１面と向き合うように備えられる。ここで、第
１基板１１１の第１面は、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２駆動薄膜トランジス
タ（Ｔ２）、電源ライン１８０、光ガイド構造物１９０、第１電極２１０、第１バンク２
１５、第２バンク２３５、第１発光層２２０、第２電極２３０、第２発光層２４０、第３
電極２５０および封止層３００が形成された面に該当する。第２基板１１２は、封止基板
として、プラスチックフィルム（ｐｌａｓｔｉｃ　ｆｉｌｍ）、ガラス基板（ｇｌａｓｓ
　ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）または封止のフィルムであり得る。
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【０１０８】
　本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、一つの画素（Ｐ）が２つのサブ画素（Ｓ
Ｐ１、ＳＰ２）だけを含んでいるが、１つの画素（Ｐ）に含まれた２つのサブ画素（ＳＰ
１、ＳＰ２）で少なくとも３つの色の光が放出され得る。
【０１０９】
　例えて説明すると、第１発光層２２０は、赤色波長帯の光（Ｌ１）と緑色波長帯の光（
Ｌ２）が混合した黄色波長帯の光（Ｌ４）を発光する黄色発光層であり、第２発光層２４
０は、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光する青色発光層であり得る。
【０１１０】
　第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞれは、図７に示すよう
に、第１発光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）を含む。
【０１１１】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第１発光領域（ＥＡ１）では、第２発光層２４０で発光した
光（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第３電極２５０に第３電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光することが
できる。ここで、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第３電極２５０を透過して前方に
進むことができる。または発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第２電極２３０に反射し
た後、第３電極２５０を透過して前方に進むことができる。これにより、第１サブ画素（
ＳＰ１）は、第１発光領域（ＥＡ１）で青色波長帯の光（Ｌ３）を放出することになる。
【０１１２】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第２発光領域（ＥＡ２）では、第１発光層２２０で発光した
光（Ｌ４）の赤色波長帯の光（Ｌ１）が放出され得る。第１発光層２２０は、第１電極２
１０に第１電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、赤色波長帯の光
（Ｌ１）と緑色波長帯の光（Ｌ２）が混合した黄色波長帯の光（Ｌ４）を発光することが
できる。ここで、発光した黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜
面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動す
ることができる。そして、その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド構造物１９０の
第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して第１カラーフィルタ（ＣＦ
１）に進むことができる。
【０１１３】
　または発光した黄色波長帯の光（Ｌ４）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進行し得る。そして、その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド
構造物１９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（
ＥＡ２）の方向に移動することができる。そして、その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、
光ガイド構造物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して第
１カラーフィルタ（ＣＦ１）に進むことができる。第１カラーフィルタ（ＣＦ１）は、黄
色波長帯の光（Ｌ４）から赤色波長帯の光（Ｌ１）のみを透過させることができる。これ
により、第１サブ画素（ＳＰ１）は、第２発光領域（ＥＡ２）で赤色波長帯の光（Ｌ１）
を放出することになる。
【０１１４】
　すなわち、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および赤色波長帯の光
（Ｌ１）を放出することになる。
【０１１５】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第１発光領域（ＥＡ１）では、第２発光層２４０で発光した
光（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第３電極２５０に第３電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光できる。こ
こで、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第３電極２５０を透過して前方に進んでもよ
く、第２電極２３０に反射した後、第３電極２５０を透過して前方に進んでもよい。これ
により、第２サブ画素（ＳＰ２）は、第１発光領域（ＥＡ１）で青色波長帯の光（Ｌ３）
を放出することになる。
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【０１１６】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第２発光領域（ＥＡ２）では、第１発光層２２０で発光した
光（Ｌ４）の中で緑色波長帯の光（Ｌ２）が放出され得る。第１発光層２２０は、第１電
極２１０に第１電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、赤色波長帯
の光（Ｌ１）と緑色波長帯の光（Ｌ２）が混合した黄色波長帯の光（Ｌ４）を発光できる
。ここで、発光した黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９
０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動すること
ができる。そして、その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド構造物１９０の第２傾
斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して第２カラーフィルタ（ＣＦ２）に
進むことができる。
【０１１７】
　または発光した黄色波長帯の光（Ｌ４）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進むことができる。そして、その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光
ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光
領域（ＥＡ２）の方向に移動できる。その後、黄色波長帯の光（Ｌ４）は、光ガイド構造
物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して第２カラーフィ
ルタ（ＣＦ２）に進むことができる。第２カラーフィルタ（ＣＦ２）は、黄色波長帯の光
（Ｌ４）から緑色波長帯の光（Ｌ２）のみを透過させることができる。これにより、第２
サブ画素（ＳＰ２）は、第２発光領域（ＥＡ２）で緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出するこ
とになる。
【０１１８】
　すなわち、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および緑色波長帯の光
（Ｌ２）を放出することになる。
【０１１９】
　結果的に、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光
（Ｌ３）、赤色波長帯の光（Ｌ１）および緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出することができ
る。
【０１２０】
　本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、各サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）が第１発
光層２２０及び第２発光層２４０のうち少なくとも一つを発光させ得る。
【０１２１】
　例えば、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）は、第１電極２１０及び第２電極２３０に電圧が
印加され、第１発光層２２０のみが発光することができる。詳細には、サブ画素（Ｓｐ１
、ＳＰ２）は、第１電極２１０に第１発光層２２０を発光させるための第１電圧が印加さ
れ、第２電極２３０に第２電圧が印加され、第３電極２５０に電圧が印加されないことが
あり得る。これにより、第１電極２１０及び第２電極２３０の間に備えられた第１発光層
２２０は発光し、第２電極２３０及び第３電極２５０の間に備えられた第２発光層２４０
は発光しないことがあり得る。
【０１２２】
　また他の例として、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）は、第２電極２３０及び第３電極２５
０に電圧が印加され、第２発光層２４０のみを発光できる。詳細には、サブ画素（ＳＰ１
、ＳＰ２）は、第１電極２１０に電圧が印加されず、第２電極２３０に第２電圧が印加さ
れ、第３電極２５０に第２発光層２４０を発光させるための第３電圧が印加され得る。こ
れにより、第１電極２１０及び第２電極２３０の間に備えられた第１発光層２２０は発光
せず、第２電極２３０及び第３電極２５０の間に備えられた第２発光層２４０は発光でき
る。
【０１２３】
　また他の例として、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）は、第１電極２１０、第２電極２３０
及び第３電極２５０に電圧が印加され、第１発光層２２０及び第２発光層２４０をともに
発光できる。詳細には、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）は、第１電極２１０に第１発光層２
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２０を発光させるための第１電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加され、第
３電極２５０に第２発光層２４０を発光させるための第３電圧が印加され得る。ここで、
第１電圧と第３電圧は、互いに異なる色の発光層を発光させるためのものなので、互いに
異なる。これにより、第１電極２１０及び第２電極２３０の間に備えられた第１発光層２
２０、及び第２電極２３０及び第３電極２５０の間に備えられた第２発光層２４０を同時
に発光できる。
【０１２４】
　上述したように、本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、サブ画素（ＳＰ１、Ｓ
Ｐ２）それぞれで第１発光層２２０及び第２発光層２４０を独立して発光できる。これに
より、本発明は、複数のスタックが電荷生成層を間に置いて配置されるタンデム構造を有
する表示装置と比較して電力消費を大幅に削減することができる。
【０１２５】
　一方、従来の表示装置は、ＦＭＭ（Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）を用いて、サブ
画素ごとに異なる色の発光層をパターン形成するために、サブ画素間の間隔を一定値以上
設けなければならない。例えば、第１サブ画素に赤色発光層をパターン形成し、第２サブ
画素に緑色発光層をパターン形成し、第３サブ画素に青色発光層をパターン形成すること
ができる。このような場合、ＦＭＭの開口部を第１サブ画素に整列させた後、赤色発光層
を蒸着することができる。ここで、赤色発光層は、ＦＭＭの開口部を介してＦＭＭで覆わ
れた第２サブ画素及び第３サブ画素にも一部積層し得る。これを防止するために、サブ画
素の間を一定値以上に離隔させることにより、赤色発光層が第２サブ画素及び第３サブ画
素に蒸着しないようにする。
【０１２６】
　一方、第１サブ画素に赤色発光層をパターン形成した後、ＦＭＭの開口部を第２サブ画
素に整列させた後、緑色発光層を蒸着できる。そして、第２サブ画素に緑色発光層をパタ
ーン形成した後、ＦＭＭの開口部を第３サブ画素に整列させた後、青色発光層を蒸着でき
る。このように、サブ画素ごとに異なる色の発光層をパターン形成するために、ＦＭＭの
移動および整列を繰り返すことができる。この場合、ＦＭＭの移動および整列による工程
誤差を考慮して、サブ画素間を一定値以上に離隔させなければならない。
【０１２７】
　このような理由から、ＦＭＭを用いて、サブ画素ごとに異なる色の発光層をパターン形
成する表示装置では、サブ画素間の間隔を減らすには限界がある。
【０１２８】
　本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、第１発光領域（ＥＡ１）のみに発光層２
２０、２４０がパターン形成され、第２発光領域（ＥＡ２）には発光層２２０、２４０が
パターン形成されない。本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、第１サブ画素（Ｓ
Ｐ１）の第１発光領域（ＥＡ１）と第２サブ画素（ＳＰ２）の第１発光領域（ＥＡ１）の
間に第２発光領域（ＥＡ２）が存在することになる。
【０１２９】
　また、本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第
２サブ画素（ＳＰ２）に、同じ発光層２２０、２４０をパターン形成する。各サブ画素（
ＳＰ１、ＳＰ２）ごとに異なる発光層をパターン形成しなくてもよいので、本発明の第１
実施例に係る表示装置１００は、ＦＭＭ（Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）を移動させ
る必要がない。
【０１３０】
　これにより、本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、ＦＭＭを用いて発光層２２
０、２４０をパターン形成しても、第１サブ画素（ＳＰ１）と第２サブ画素（ＳＰ２）間
の間隔を最小限に抑えることができる。
【０１３１】
　また、本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、第２電極２３０を反射電極に形成
することにより、第２発光層２４０で発光した光、例えば、青色光が第２電極２３０に反
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射して前方に放出され得る。このような本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、Ｆ
ＭＭを用いて、サブ画素ごとに異なる色の発光層をパターン形成する従来の表示装置と同
等レベルの光効率を維持することができる。
【０１３２】
　また、本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、第２電極２３０を反射電極で形成
することにより、第１発光層２２０で発光した光、例えば、赤色光および緑色光が第２電
極２３０に反射した後、光ガイド構造物１９０で再び反射して前方に放出され得る。この
ような本発明の第１実施例に係る表示装置１００は、光ガイド構造物１９０を介して改善
された光抽出効果を提供することができる。
【実施例２】
【０１３３】
　図１１は、図３のＩ－Ｉの第２例を示す断面図であり、図１２は、図１１の第１サブ画
素および第２サブ画素での光の経路を概略的に示す図である。
【０１３４】
　図１１及び図１２を参照すると、本発明の第２実施例に係る表示装置は、第１基板１１
１、第２基板１１２、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２駆動薄膜トランジスタ（
Ｔ２）、電源ライン１８０、光ガイド構造物１９０、第１電極２１０、第１バンク２１５
、第２バンク２３５、第３発光層２６０、第４発光層２７０、第２電極２３０、第２発光
層２４０、第３電極２５０および封止層３００を含む。第１および第２実施例で、第２駆
動薄膜トランジスタ（Ｔ２）および第３電極２５０は、１つの画素（Ｐ）に含まれた第１
および第２サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）によって共有することができる。第３電極２５０
は、第１および第２サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）の第１および第２発光領域（ＥＡ１、Ｅ
Ａ２）上に接続することができる。　
【０１３５】
　本発明の第２実施例に係る表示装置１００は、第３発光層２６０および第４発光層２７
０を含むという点で、図５に示した本発明の第１実施による表示装置１００と差がある。
これにより、本発明の第２実施例に係る表示装置１００は、第３発光層２６０および第４
発光層２７０を除いた構成が、図５に示した本発明の第１実施による表示装置１００の構
成と実質的に同一である。以下では、本発明の第２実施例に係る表示装置１００の第１基
板１１１、第２基板１１２、第１駆動トランジスタ（Ｔ１）、第２駆動薄膜トランジスタ
（Ｔ２）、電源ライン１８０、光ガイド構造物１９０、第１電極２１０、第１バンク２１
５、第２バンク２３５、第２電極２３０、第３電極２５０および封止層３００に対する詳
細な説明は省略する。
【０１３６】
　第１基板１１１上には、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）が備え
られ得る。第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光および緑色（Ｇ）の光を放出し、第
２サブ画素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光および赤色（Ｒ）光を放出するように備えられ得
るが、必ずしもこれに限定されるものではない。また、それぞれのサブ画素（ＳＰ１、Ｓ
Ｐ２）の配列順序は多様に変更され得る。
【０１３７】
　以下では、説明の便宜上、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光および赤色（Ｒ）
光を放出し、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光および緑色（Ｇ）光を放出するこ
とに仮定して説明する。
【０１３８】
　第３発光層２６０は、第１サブ画素（ＳＰ１）にパターン形成される。第３発光層２６
０は、第１電極２１０上に形成される。第３発光層２６０は、第１バンク２１５上にも形
成することができる。特に、第３発光層２６０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０
の一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面、上面および前記第１側面
と向き合う第２側面上にも形成することができる。しかし、必ずしもこれに限定されない
。他の一実施例において、第３発光層２６０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０の
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一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面および上面の一部上にのみに
形成することもできる。
【０１３９】
　このような第３発光層２６０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第１電極２１０に第４電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第３
発光層２６０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１４０】
　第３発光層２６０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１４１】
　第４発光層２７０は、第２サブ画素（ＳＰ２）にパターン形成される。第４発光層２７
０は、第１電極２１０上に形成される。第４発光層２７０は、第１バンク２１５上にも形
成することができる。特に、第４発光層２７０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０
の一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面、上面及び前記第１側面と
向き合う第２側面上にも形成することができる。しかし、必ずしもこれに限定されない。
他の一実施例において、第４発光層２７０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０の一
端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面および上面の一部上にのみに形
成することもできる。
【０１４２】
　このような第４発光層２７０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第１電極２１０に第５電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第４
発光層２７０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１４３】
　第４発光層２７０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１４４】
　ただし、第４発光層２７０は、第３発光層２６０と異なる色の光を発光することができ
る。第３発光層２６０が第１色波長帯の光を発光する発光層である場合、第４発光層２７
０は、第２色波長帯の光を発光する発光層であり得る。例えば、第３発光層２６０は、赤
色波長帯の光を発光する赤色発光層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光を発光
する緑色発光層であり得る。
【０１４５】
　第２発光層２４０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞ
れにパターン形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第２発光層２４０が形成され
、第２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの第２発光層２４０が形成される。
【０１４６】
　第２発光層２４０は、第２電極２３０上に形成される。第２発光層２４０は、第２バン
ク２３５上にも形成され得る。
【０１４７】
　このような第２発光層２４０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
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第３電極２５０に第３電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第２
発光層２４０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１４８】
　第２発光層２４０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１４９】
　ただし、第２発光層２４０は、第３発光層２６０および第４発光層２７０と異なる色の
光を発光することができる。第３発光層２６０が第１色波長帯の光を発光する発光層であ
り、第４発光層２７０が第２色波長帯の光を発光する発光層である場合、第２発光層２４
０は、第３色の波長帯の光を発光する発光層であり得る。例えば、第３発光層２６０は、
赤色波長帯の光を発光する赤色発光層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光を発
光する緑色発光層であり、第２発光層２４０は、青色波長帯の光を発光する青色発光層で
あり得る。
【０１５０】
　本発明の第２実施例に係る表示装置１００は、一つの画素（Ｐ）が２つのサブ画素（Ｓ
Ｐ１、ＳＰ２）だけを含んでいるが、２つのサブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）で、少なくとも
３つの色の光が放出され得る。
【０１５１】
　例えて説明すると、第３発光層２６０は、赤色波長帯の光（Ｌ１）を発光する赤色発光
層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光（Ｌ２）を発光する緑色発光層であり、
第２発光層２４０は、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光する青色発光層であり得る。
【０１５２】
　第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞれは、図１２に示すよ
うに、第１発光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）を含む。
【０１５３】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第１発光領域（ＥＡ１）では、第２発光層２４０で発光した
光（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第３電極２５０に第３電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光できる。こ
こで、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第３電極２５０を透過して前方に進んでもよ
いし、第２電極２３０に反射した後、第３電極２５０を透過して前方に進んでもよい。こ
れにより、第１サブ画素（ＳＰ１）は、第１発光領域（ＥＡ１）で青色波長帯の光（Ｌ３
）を放出することになる。
【０１５４】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第２発光領域（ＥＡ２）では、第３発光層２６０で発光した
光（Ｌ１）が放出され得る。第３発光層２６０は、第１電極２１０に第４の電圧が印加さ
れ、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、赤色波長帯の光（Ｌ１）を発光できる。
ここで、発光した赤色波長帯の光（Ｌ１）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９０
ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動できる。そ
の後、赤色波長帯の光（Ｌ１）は、光ガイド構造物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置さ
れた反射体１９２に再び反射して前方に進行し得る。
【０１５５】
　または発光した赤色波長帯の光（Ｌ１）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進むことができる。その後、赤色波長帯の光（Ｌ１）は、光ガイド構
造物１９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（Ｅ
Ａ２）の方向に移動することができる。その後、赤色波長帯の光（Ｌ１）は、光ガイド構
造物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して前方に進むこ
とができる。これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）は、第２発光領域（ＥＡ２）で赤色波
長帯の光（Ｌ１）を放出することになる。
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【０１５６】
　すなわち、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および赤色波長帯の光
（Ｌ１）を放出することになる。
【０１５７】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第１発光領域（ＥＡ１）で、第２発光層２４０で発光した光
（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第３電極２５０に第３電圧が印加され、
第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光できる。ここ
で、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第３電極２５０を透過して前方に進むことがで
きる。または発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第２電極２３０に反射した後、第３電
極２５０を透過して前方に進むことができる。これにより、第２サブ画素（ＳＰ２）は、
第１発光領域（ＥＡ１）で青色波長帯の光（Ｌ３）を放出することになる。
【０１５８】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第２発光領域（ＥＡ２）で、第４発光層２７０で発光した光
（Ｌ２）が放出され得る。第４発光層２７０は、第１電極２１０に第５電圧が印加され、
第２電極２３０に第２電圧が印加されると、緑色波長帯の光（Ｌ２）を発光することがで
きる。ここで、発光した緑色波長帯の光（Ｌ２）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜面
１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動する
ことができる。その後、緑色波長帯の光（Ｌ２）は、光ガイド構造物１９０の第２傾斜面
１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して前方に進むことができる。
【０１５９】
　また、発光した緑色波長帯の光（Ｌ２）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進むことができる。そして、その後、緑色波長帯の光（Ｌ２）は、光
ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光
領域（ＥＡ２）の方向に移動することができる。そして、その後、緑色波長帯の光（Ｌ２
）は、光ガイド構造物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射
して前方に進むことができる。これにより、第２サブ画素（ＳＰ２）は、第２発光領域（
ＥＡ２）で緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出することになる。
【０１６０】
　すなわち、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および緑色波長帯の光
（Ｌ２）を放出することになる。
【０１６１】
　結果的に、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光
（Ｌ３）、赤色波長帯の光（Ｌ１）および緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出することができ
る。
【０１６２】
　本発明の第２実施例に係る表示装置１００は、第１サブ画素（ＳＰ１）に第３発光層２
６０を形成し、第２サブ画素（ＳＰ２）に第４発光層２７０を形成する。第１サブ画素（
ＳＰ１）の第３発光層２６０で発光した光は、光ガイド構造物１９０を介して第２発光領
域（ＥＡ２）にガイドされて、前方に放出され得る。第２サブ画素（ＳＰ２）の第４発光
層２７０で発光した光は、光ガイド構造物１９０を介して第２発光領域（ＥＡ２）にガイ
ドされて、前方に放出され得る。ここで、本発明の第２実施例に係る表示装置１００は、
本発明の第１実施例に係る表示装置とは異なり、第１サブ画素（ＳＰ１）の第３発光層２
６０で発光した光と第２サブ画素（ＳＰ２）の第４発光層２７０で発光した光が、カラー
フィルタを通過せずにそのまま放出され得るので、光効率を向上できる。
【実施例３】
【０１６３】
　図１３は、図３のＩ－Ｉの第３例を示す断面図であり、図１４は、図１３の第１サブ画
素及び第２サブ画素での光の経路を概略的に示す図である。
【０１６４】
　図１３及び図１４を参照すると、本発明の第３実施例に係る表示装置は、第１基板１１
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１、第２基板１１２、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、第２駆動薄膜トランジスタ（
Ｔ２）、電源ライン１８０、光ガイド構造物１９０、第１電極２１０、第１バンク２１５
、第２バンク２３５、第３発光層２６０、第４発光層２７０、第２電極２３０、第２発光
層２４０、第３電極２５０および封止層３００を含む。
【０１６５】
　本発明の第３実施例に係る表示装置１００は、第３発光層２６０および第４発光層２７
０を含むという点で、図５に示した本発明の第１実施による表示装置１００と差がある。
これにより、本発明の第３実施例に係る表示装置１００は、第２駆動薄膜トランジスタ（
Ｔ２）、第２発光層２４０、第３発光層２６０、第４発光層２７０および第３電極２５０
を除いた構成が、図５に示した本発明の第１実施例に係る表示装置１００の構成と実質的
に同一である。以下では、本発明の第３実施例に係る表示装置１００の第１基板１１１、
第２基板１１２、第１駆動薄膜トランジスタ（Ｔ１）、電源ライン１８０、光ガイド構造
物１９０、第１電極２１０、第１バンク２１５、第２バンク２３５、第２電極２３０およ
び封止層３００に対する詳細な説明は省略する。
【０１６６】
　第１基板１１１上に第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）が備えられ
る。第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光および緑色（Ｇ）の光を放出し、第２サブ
画素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光および赤色（Ｒ）光を放出するように備えられ得るが、
必ずしもこれに限定されるものではない。また、それぞれのサブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）
の配列順序は多様に変更され得る。
【０１６７】
　以下では、説明の便宜上、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色（Ｂ）光および赤色（Ｒ）
光を放出し、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色（Ｂ）光および緑色（Ｇ）光を放出するこ
とに仮定して説明する。
【０１６８】
　第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）は、図５に示した第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２
）とは異なり、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）ごとに備えられ、ゲートラインにゲート信号
が入力する場合、データラインのデータ電圧によって、第３電極２５０に所定の電圧を供
給する。
【０１６９】
　第２発光層２４０は、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞ
れにパターン形成される。すなわち、第２発光層２４０は、第１および第２サブ画素（Ｓ
Ｐ１、ＳＰ２）の第１発光領域（ＥＡ１）に各々形成することができる。第１サブ画素（
ＳＰ１）に一つの第２発光層２４０が形成され、第２サブ画素（ＳＰ２）に、もう一つの
第２発光層２４０が形成される。１つの画素（Ｐ）に含まれた第１および第２サブ画素（
ＳＰ１、ＳＰ２）の第１発光層２２０は、同一な波長の光を放出することができ、同一な
物質からなり得る。
【０１７０】
　第２発光層２４０は、第１電極２１０上に形成される。第２発光層２４０は、第１バン
ク２１５上にも形成できる。特に、第２発光層２４０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極
２１０の一端を覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面、上面及び前記第１
側面と向き合う第２側面上にも形成できる。しかし、必ずしもこれに限定されない。他の
一実施例において、第２発光層２４０は、平坦化膜（Ｉ３）上で第１電極２１０の一端を
覆うように形成された第１バンク２１５ａの第１側面と上面の一部上にのみに形成するこ
ともできる。
【０１７１】
　このような第２発光層２４０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第１電極２１０に第３電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第２
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発光層２４０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１７２】
　第２発光層２４０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１７３】
　第３発光層２６０は、第１サブ画素（ＳＰ１）にパターン形成される。第３発光層２６
０は、第１サブ画素（ＳＰ１）の第２電極２３０上に形成される。第３発光層２６０を、
第２バンク２３５上にも形成できる。
【０１７４】
　このような第３発光層２６０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第３電極２５０に第４の電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第
３発光層２６０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動
するようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１７５】
　第３発光層２６０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１７６】
　第４発光層２７０は、第２サブ画素（ＳＰ２）にパターン形成される。第４発光層２７
０は、第２サブ画素（ＳＰ２）の第１電極２１０上に形成される。第４発光層２７０は、
第２バンク２３５上にも形成することができる。
【０１７７】
　このような第４発光層２７０は、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
ｌａｙｅｒ）、発光層（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送
層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。
第３電極２５０に第５電圧が印加され、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、第４
発光層２７０は、正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と電子輸送層を介して発光層に移動す
るようになり、発光層で互いに結合して所定の色で発光することになる。
【０１７８】
　第４発光層２７０は、赤色光を発光する赤色発光層、緑色光を発光する緑色発光層、青
色光を発光する青色発光層および黄色光を発光する黄色発光層のいずれかひとつであり得
るが、必ずしもこれに限定されない。
【０１７９】
　ただし、第４発光層２７０は、第３発光層２６０と異なる色の光を発光することができ
る。第３発光層２６０が第１色波長帯の光を発光する発光層である場合、第４発光層２７
０は、第２色波長帯の光を発光する発光層であり得る。例えば、第３発光層２６０は、赤
色波長帯の光を発光する赤色発光層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光を発光
する緑色発光層であり得る。
【０１８０】
　一方、第２発光層２４０は、第３発光層２６０および第４発光層２７０と異なる色の光
を発光できる。第３発光層２６０が第１色波長帯の光を発光する発光層であり、第４発光
層２７０が第２色波長帯の光を発光する発光層である場合、第２発光層２４０は、第３色
の波長帯の光を発光する発光層であり得る。例えば、第３発光層２６０は、赤色波長帯の
光を発光する赤色発光層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光を発光する緑色発
光層であり、第２発光層２４０は、青色波長帯の光を発光する青色発光層であり得る。
【０１８１】
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　第３電極２５０は、図１３に示すように、サブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）ごとにパターン
形成される。第１サブ画素（ＳＰ１）に一つの第３電極２５０が形成され、第２サブ画素
（ＳＰ２）に、もう一つの第３電極２５０が形成される。第３電極２５０は、平坦化膜（
Ｉ３）を貫通するコンタクトホール（ＣＨ４）を介して第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２
）に接続され得る。これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）に備えられた第３電極２５０は
、第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）のソース電極（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）
から第３発光層２６０を発光させるための第４電圧が印加され得る。また、第２サブ画素
（ＳＰ２）に備えた第３電極２５０は、第２駆動薄膜トランジスタ（Ｔ２）のソース電極
（ＳＥ）またはドレイン電極（ＤＥ）から第４発光層２７０を発光させるための第５電圧
が印加され得る。
【０１８２】
　本発明の第３実施例に係る表示装置１００は、一つの画素（Ｐ）が２つのサブ画素（Ｓ
Ｐ１、ＳＰ２）だけを含んでいるが、２つのサブ画素（ＳＰ１、ＳＰ２）で、少なくとも
３つの色の光が放出され得る。
【０１８３】
　例えて説明すると、第３発光層２６０は、赤色波長帯の光（Ｌ１）を発光する赤色発光
層であり、第４発光層２７０は、緑色波長帯の光（Ｌ２）を発光する緑色発光層であり、
第２発光層２４０は、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光する青色発光層であり得る。
【０１８４】
　第サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）のそれぞれは、図１４に示すよう
に、第１発光領域（ＥＡ１）と第２発光領域（ＥＡ２）を含む。
【０１８５】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第１発光領域（ＥＡ１）では、第３発光層２６０で発光した
光（Ｌ１）が放出され得る。第３発光層２６０は、第３電極２５０に第４の電圧が印加さ
れ、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、赤色波長帯の光（Ｌ１）を発光できる。
ここで、発光した赤色波長帯の光（Ｌ１）は、第３電極２５０を透過して前方に進むこと
ができる。または発光した赤色波長帯の光（Ｌ１）は、第２電極２３０に反射した後、第
３電極２５０を透過して前方に進むことができる。これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）
は、第１発光領域（ＥＡ１）で赤色波長帯の光（Ｌ１）を放出することになる。
【０１８６】
　第１サブ画素（ＳＰ１）の第２発光領域（ＥＡ２）では、第２発光層２４０で発光した
光（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第１電極２１０に第３電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光できる。こ
こで、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９０ｃ
に配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動することがで
きる。その後、青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１９０の第２傾斜面１９０ｄ
に配置された反射体１９２に再び反射して前方に進むことができる。
【０１８７】
　また、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進むことができる。そして、その後、青色波長帯の光（Ｌ３）は、光
ガイド構造物１９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光
領域（ＥＡ２）の方向に移動することができる。そして、その後、青色波長帯の光（Ｌ３
）は、光ガイド構造物１９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射
して前方に進行し得る。これにより、第１サブ画素（ＳＰ１）は、第２発光領域（ＥＡ２
）で青色波長帯の光（Ｌ３）を放出することになる。
【０１８８】
　すなわち、第１サブ画素（ＳＰ１）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および赤色波長帯の光
（Ｌ１）を放出することになる。
【０１８９】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第１発光領域（ＥＡ１）では、第４発光層２７０で発光した
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光（Ｌ２）が放出され得る。第４発光層２７０は、第３電極２５０に第５電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、緑色波長帯の光（Ｌ２）を発光できる。こ
こで、発光した緑色波長帯の光（Ｌ２）は、第３電極２５０を透過して前方に進むことが
できる。また、発光した緑色波長帯の光（Ｌ２）は、第２電極２３０に反射した後、第３
電極２５０を透過して前方に進むことができる。これにより、第２サブ画素（ＳＰ２）は
、第１発光領域（ＥＡ１）で緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出することになる。
【０１９０】
　第２サブ画素（ＳＰ２）の第２発光領域（ＥＡ２）では、第２発光層２４０で発光した
光（Ｌ３）が放出され得る。第２発光層２４０は、第１電極２１０に第３電圧が印加され
、第２電極２３０に第２電圧が印加されると、青色波長帯の光（Ｌ３）を発光することが
できる。ここで、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１９０の第１傾斜
面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）の方向に移動す
ることができる。そして、その後、青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１９０の
第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して前方に進行し得る。
【０１９１】
　また、発光した青色波長帯の光（Ｌ３）は、第２電極２３０に反射した後、光ガイド構
造物１９０の方向に進行し得る。その後、青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１
９０の第１傾斜面１９０ｃに配置された反射体１９２に反射して第２発光領域（ＥＡ２）
の方向に移動することができる。その後、青色波長帯の光（Ｌ３）は、光ガイド構造物１
９０の第２傾斜面１９０ｄに配置された反射体１９２に再び反射して前方に進むことがで
きる。これにより、第２サブ画素（ＳＰ２）は、第２発光領域（ＥＡ２）で青色波長帯の
光（Ｌ３）を放出することになる。
【０１９２】
　すなわち、第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光（Ｌ３）および緑色波長帯の光
（Ｌ２）を放出することになる。
【０１９３】
　結果的に、第１サブ画素（ＳＰ１）および第２サブ画素（ＳＰ２）は、青色波長帯の光
（Ｌ３）、赤色波長帯の光（Ｌ１）および緑色波長帯の光（Ｌ２）を放出することができ
る。
【０１９４】
　本発明の第３実施例に係る表示装置１００は、第２発光層２４０で発光した光、例えば
、青色光を第２発光領域（ＥＡ２）から放出するようにできる。第２発光層２４０で発光
した光は、光ガイド構造物１９０を介して第２発光領域（ＥＡ２）にガイドされて、前方
に放出され得る。これにより、第２発光層２４０で発光した光の光効率を、ＦＭＭを用い
てサブ画素ごとに異なる色の発光層をパターン形成する従来の表示装置よりも大幅に向上
できる。
【０１９５】
　図１５ａ～図１５ｃは、本発明のまた他の実施例に係る表示装置に関するものであり、
これはヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ）装置に関するものである。図１５ａは概略
的な斜視図であり、図１５ｂは、ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ）構造の概略的
な平面図であり、図１５ｃは、ＡＲ（Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　Ｒｅａｌｉｔｙ）構造の概略
的な断面図である。
【０１９６】
　図１５ａから分かるように、本発明に係るヘッドマウントディスプレイ装置は、収納ケ
ース１０、およびヘッド装着バンド３０を含んでなる。
【０１９７】
　収納ケース１０は、その内部に表示装置、レンズアレイ、および接眼レンズなどの構成
を収納している。
【０１９８】
　ヘッド装着バンド３０は、収納ケース１０に固定される。ヘッド装着バンド３０は、使
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用者の頭の上面と両側面を囲むように形成された例を示したが、これに限定されない。ヘ
ッド装着バンド３０は、使用者の頭にヘッドマウントディスプレイを固定するためのもの
であり、メガネフレーム形態またはヘルメット形態の構造物に置き換えることができる。
【０１９９】
　図１５ｂから分かるように、本発明に係るＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ）構
造のヘッドマウントディスプレイは、左眼用表示装置１２と右眼用表示装置１１、レンズ
アレイ１３、および左眼接眼レンズ２０ａと右眼接眼レンズ２０ｂを含んでなる。
【０２００】
　左眼用表示装置１２と右眼用表示装置１１、レンズアレイ１３、および左眼接眼レンズ
２０ａと右眼接眼レンズ２０ｂは、前述した収納ケース１０に収納される。
【０２０１】
　左眼用表示装置１２と右眼用表示装置１１は、同じ映像を表示することができ、この場
合、使用者は、２Ｄ映像を視聴することができる。または、左眼用表示装置１２は左眼映
像を表示して、右眼用表示装置１１は右眼映像を表示することができ、この場合、使用者
は、立体映像を視聴することができる。左眼用表示装置１２と右眼用表示装置１１のそれ
ぞれは、前述した図１～図１４による表示装置からなり得る。ここで、図１～図１４で画
像が表示される面に該当する上側の部分、例として、カラーフィルタ層４００が、前記レ
ンズアレイ１３と向き合うことになる。
【０２０２】
　レンズアレイ１３は、左眼接眼レンズ２０ａと左眼用表示装置１２のそれぞれと離隔し
、左眼接眼レンズ２０ａと左眼用表示装置１２の間に備えられ得る。つまり、レンズアレ
イ１３は、左眼接眼レンズ２０ａの前方および左眼用表示装置１２の後方に位置すること
ができる。また、レンズアレイ１３は、右眼接眼レンズ２０ｂと右眼用表示装置１１のそ
れぞれと離隔し、右眼接眼レンズ２０ｂと右眼用表示装置１１の間に備えられ得る。つま
り、レンズアレイ１３は、右眼接眼レンズ２０ｂの前方および右眼用表示装置１１の後方
に位置できる。
【０２０３】
　レンズアレイ１３は、マイクロレンズアレイ（Ｍｉｃｒｏ　Ｌｅｎｓ　Ａｒｒａｙ）で
あり得る。レンズアレイ１３は、ピンホールアレイ（Ｐｉｎ　Ｈｏｌｅ　Ａｒｒａｙ）に
置き換えることができる。レンズアレイ１３により、左眼用表示装置１２または右眼用表
示装置１１に表示される映像は、使用者に拡大して見え得る。
【０２０４】
　左眼接眼レンズ２０ａには、使用者の左眼（ＬＥ）が位置し、右眼接眼レンズ２０ｂに
は、使用者の右眼（ＲＥ）が位置することができる。
【０２０５】
　図１５ｃから分かるように、本発明に係るＡＲ（Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　Ｒｅａｌｉｔｙ
）構造のヘッドマウントディスプレイは、左眼用表示装置１２、レンズアレイ１３、左眼
接眼レンズ２０ａ、透過反射部１４、および透過窓１５を含んでなる。図１５ｃには、便
宜上左内側の構成だけを示すが、右内側の構成も左内側の構成と同じである。
【０２０６】
　左眼用表示装置１２、レンズアレイ１３、左眼接眼レンズ２０ａ、透過反射部１４、お
よび透過窓１５は、前述した収納ケース１０に収納される。
【０２０７】
　左眼用表示装置１２は、透過窓１５を覆わずに、透過反射部１４の一側、例として上側
に配置され得る。これにより、左眼用表示装置１２が透過窓１５を通じて見える外部の背
景を遮らずに透過反射部１４に映像を提供できる。
【０２０８】
　左眼用表示装置１２は、前述した図１～図１４による表示装置からなり得る。ここで、
図１～図１４で画像が表示される面に該当する上側の部分は、例として、カラーフィルタ
層４００が透過反射部１４と向き合うことになる。
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【０２０９】
　レンズアレイ１３は、左眼接眼レンズ２０ａと透過反射部１４の間に備えられ得る。左
眼接眼レンズ２０ａには、使用者の左眼が位置する。
【０２１０】
　透過反射部１４は、レンズアレイ１３と透過窓１５の間に配置される。透過反射部１４
は、光の一部を透過させ、光の他の一部を反射させる反射面１４ａを含むことができる。
反射面１４ａは、左眼用表示装置１２に示された映像が、レンズアレイ１３に進むように
形成される。したがって、使用者は透過窓１５を介して外部の背景と左眼用表示装置１２
によって表示される映像の両方を見ることができる。つまり、使用者は現実の背景と仮想
の映像を重ねて一つの映像として見ることができるので、拡張現実（ＡＲ、Ａｕｇｍｅｎ
ｔｅｄ　Ｒｅａｌｉｔｙ）を具現できる。透過窓１５は、透過反射部１４の前方に配置す
る。
【０２１１】
　以上、添付した図を参照して、本発明の実施例をさらに詳細に説明したが、本発明は、
必ずしもこのような実施例で限定されるわけではなく、本発明の技術思想を逸脱しない範
囲内で多様に変形実施ことができる。したがって、本発明に開示された実施例は、本発明
の技術思想を限定するためのものではなく説明するためのものであり、このような実施例
により、本発明の技術思想の範囲が限定されるものではない。したがって、以上で記述し
た実施例は、すべての面で例示的なものであり限定的ではないと理解されなければならな
い。本発明の保護範囲は、特許請求の範囲によって解釈され、その同等の範囲内にあるす
べての技術思想は、本発明の権利範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【符号の説明】
【０２１２】
　１００：表示装置
　１１０：表示パネル
　１１１：第１基板
　１１２：第２基板
　１４０：ソースドライブＩＣ
　１５０：軟性フィルム
　１６０：回路基板
　１７０：タイミング制御部
　１８０：電源ライン
　１９０：光ガイド構造物
　２１０：第１電極
　２２０：第１発光層
　２３０：第２電極
　２４０：第２発光層
　２５０：第３電極
　３００：封止層
　４００：カラーフィルタ層
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